




























ビッグデータとは何か 
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現在のサーバの限界（※Linuxの場合） 

▶ 条件（デフォルト） 
・ Linux 

・ TCP通信によるデータ収集 

・ 割り当て可能ポート範囲 ： 
      32768～61000（28,232個） 
・ TIME_WAIT ： 60秒 

・ 実測値への補正係数 : 0.6 

▶ 達成課題 

・ 秒間10万件のデータを収集する 

▶ 条件（チューニング後） 
・ Linux 

・ TCP通信によるデータ収集 

・ 割り当て可能ポート範囲： 
     1024～65535（64,511個） 
・ TIME_WAIT：10秒 

・ 実測値への補正係数 : 0.6 

 
28,232 / 60 * 0.6 ≒ 282（秒間処理可能数） 64,511 / 10 * 0.6 ≒ 3870（秒間処理可能数） 

▶ 追加条件 

・ サーバ台数 ： 26台 

3,870 * 26 = 100,620 （秒間処理可能数） 

▶ 追加課題 

・ 26台への振り分け（バランシング） 
・ 収集データの保存 



実際に必要となるサーバ構成 

クライアント 

クライアント 
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・・・ 

Hashレンジテーブル配布 

収集サーバ 

収集サーバ 

収集サーバ 
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収集サーバ 

・
・
・ 

×63台 
Hashレンジテーブルから、
特定の2台以上のサーバ
に送信する ※１、冗長化用に2倍のデータを受付ける ⇒2倍 

※２、iSCSIストレージにデータを送る⇒1.2倍 

iSCSI 

ストレージ 

iSCSI 

ストレージ 

10GbE 

スイッチ 

10GbE 

スイッチ 

その他必要になりそうな事 

・Hashレンジ管理用のプログラム 

・Hashレンジ配布サーバの冗長化 

・Hashレンジ関連サーバの障害時運用ケース作成 

・Hashレンジ関連サーバの障害時復旧システム及び
マニュアル 

・収集サーバのスケールアウト関連システム 

・収集サーバの障害時運用ケース作成 

・収集サーバの障害時復旧システム及びマニュアル 

・スイッチ障害時運用ケース作成 

・スイッチ障害時復旧システム及びマニュアル 

・ストレージ障害時運用ケース作成 

・ストレージ障害時復旧システム及びマニュアル 

・ストレージのDRシステム 

・ストレージDRからの復旧システム及びマニュアル 

・各種サーバ監視システム（SNMP的なもので） 
・監視システムからのアラート送信、受信システム 

・障害時対応用オペレータ 

・サーバセンターでのシステム構築を前提としたSI 

・・・ 

お金も期間もそれなりに・・・ 



Amazon Kinesis 

100 Shards × 



Grassland紹介 

Grasslandスペック 

・ なんでも集計できます 

・ なんでも解析できます 

・ 毎時180億レコードまで 

 捌けます 

世界中の全ての集計を一手
に担える規模設計です 

開発中 



GrasslandでのKinesisの使いどころ 

▶ Grasslandの収集、解析フロー 

クライアント 

クライアント 

クライアント 

クライアント 

・・・ 

世界中のクライアント 

Kinesis 

Elastic 
Beanstalk 

Elastic 
Beanstalk 

Amazon S3 

１、収集したデータを渡す 
２、整形したデータをキャッシュとして保存 

３、キャッシュの解析リクエスト 

４、解析リクエストを渡す 

５、キャッシュを渡す 

６、解析結果を渡す 



Kinesisが作る世界 
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